
籠⽥公園運営会議に出席した際に、キー
パーソンより籠⽥公園をモデルとしてごまん
ぞく体操を広げていきたいという意⾒があ
り、今後が楽しみである。
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自分で出てこれない人、相談できない人に
どうアプローチをするかを検討するために
ロジックモデルで現状の様子を整理して
⾒える化︕

未成熟な高齢者支援の土壌を耕す
ｂｙ 中央包括（梅園学区）

【活動報告】当初は、梅園協議会等の学区全体への働きかけを目指していた
が、地域性の違いが⼤きく分団単位に切り替えた。しかし、分団単位でも町に
よって考えの違いがあり、各組織の横のつながりや理解も今後の課題（→ＨＰに
も載せるので、「が重要」とか「⼤切」の⽅がいいかも）であることから、情報収集と
つながり作りを主に⾏った。ごまんぞく体操もいくつか⽴ち上がり、独⾃で⾏われて
いる活動があることもわかり、各組織がお互いに情報を得る⼿段と住⺠に伝える
広報媒体が必要だと感じている。
・キーパーソン／総代、⺠⽣委員、学区福祉委員
・予定／籠⽥公園でのごまんぞく体操体験会５⽉実施予定。総代、⺠⽣委員
による参加の声かけを実施予定。ミソ端会議は会議が重複したため参加者が少
なかった。４月の学区福祉委員会総会に向けて準備をしていく。
・課題／通いの場の空⽩地帯への声かけ、横の連携の充実、⽼⼈クラブの実態
把握、住⺠への活動周知
【助言】広報メディアによって、梅園学区の他の学区にはない独自のよさを広報で
きるとよい。これがないからこれを作ろうといった課題解決型アプローチよりも、住⺠
の強みを生かして、「ありたい地域の像」を皆で描いて、目標に向けて動けるように
なってくるという形のほうがいいのではないか。

包 括 ゼ ミ

〜地域包括ケアと地域共⽣社会の実現に向けた学びを共有するゼミ〜
協議体⽴ち上げ⽀援モデルの取り組みを紹介します。

◆編集後記◆新型コロナウイルス感染症により、イベントや教室が中止になり、外出する人も減少しています。高齢者が家に閉じこ
もりがちになると⽣活が不活発になり、筋⼒や認知機能の低下、意欲の低下など影響が出ないかとても⼼配です。私は、公園や
山、海など人が少ない自然な場所に出かけるようにしていますが、ごまんぞく体操のように足に重りを付けて家の周りを散歩するだけ
でもかなり効果的があると思います。いつの間にか、梅や菜の花、河津桜も咲いていて、寒さが物足りない冬の終わりと春の訪れを感
じることができます。

岩津はひとつの大きな家族
ｂｙ 北部包括（岩津学区）

【活動報告】
（岩津学区）これまでの活動をまとめて報告
「地域資源を活用したボトムアップ型のつながりや助け合いづくり」として３つの取
組をつなぐ支援を実施。
①いわづハウス…いちほし小町など②公園愛護運営会…９月防災キャンプ、12
⽉に岩津のまちのクリスマスマーケットの開催③市営住宅…アンケート実施、10
⽉から「いきいきサークル」を継続実施。それぞれの取組が徐々に住⺠に認識され
始めている。
（細川学区）ロジックモデルで整理して、⾒守り⽀援についての現状の取組の
⾒える化を⾏った。
・キーパーソン／総代、⺠⽣委員、学区福祉委員
・成果／いわづハウスに通う⼦どもたちが、岩津北公園のイベントに参加するなど
横の連携がみられるようになってきた。
・課題／包括の役割として事業そのものの運営を手伝うなどつなぐ前の役割が多
く、それぞれの事業の⾃⽴化をしていく必要がある。
【助言】今までは、課題に対して対応を考えていたため、やらされ感が先に⽴つこと
が多かった。ロジックモデルによる整理の結果、住⺠ができていることと、⽴場による
考え⽅の違いを⾒える化することができ、「どういうまちにしたいか」という視点で取り
組みができるきっかけになる。

【目的＆ねらい】市営住宅、空き家、公園活⽤とい
う異なる課題に対して、関係者をつなぐことで、新
たなネットワークとコミュニティ拠点作りを目指す。

【目的＆ねらい】協議体形成のため、情報や課題
を共有することで学区に横のつながりを作ることを目
指す。各町の取り組みを互いに意識してもらいなが
ら、⾒守り体制や通いの場作りにつないでいきたい。
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